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l図1 視覚刺激。A:CFS刺激の例。このようにランダムな画れており、 一 旦|






































































(Rizzolatti et al.， 2004、Buccinoet al.， 2001、Gangitanoet al.， 2001)。ミラーシステムの行動
科学的証拠としては、他者の行う運動を真似することは容易であるが、その運動と反対の運動や、
少し時間的にずれた運動を行うのは難しいことがあげられる(Kilneret al.， 2003、Oouchidaet 





は視覚意識が無くても自動的に処理されていることが示されつつある(Jiangand He， 2006; 













(Oouchida et al.， 2004)。本
研究では、この課題を発展さ
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